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■中国からの旅行者が急回復する見込み 

タイではインバウンド需要の持ち直しを背景に

景気回復が続いている。2022年の訪タイ外国人旅

行者数は 1,100万人と前年の 43万人から大幅に

増加し（右上図）、観光収入の増加がインフレに

よる景気下押し圧力を和らげた。国別にみると、

タイ周辺国を中心とする ASEANとインドからの旅

行者数が顕著に増加した。コロナ禍の発生前に約

3割を占めていた中国からの旅行者数は低迷した

が、今後は回復が期待される。2023年 1月に中国

で入国時隔離措置が撤廃されたこと等を受けて、

TAT（タイ国政府観光庁）は中国からの旅行者が

2023年に 500万人とコロナ禍前の約 50％まで回

復するとの見通しを示し、今年の訪タイ外国人旅行者数の予測を従来の 2,000万人から 2,500万人に引

き上げた。感染拡大が続く中国からの旅行客の急増により、タイ国内への感染拡大を懸念する声も出て

いるが、タイ政府は中国人のみを対象とした入国規制は実施しない方針を示している。 

中国からの旅行者が急回復するとの見方は為替相場にも影響を及ぼしている。2022年後半に 1ドル

36バーツ前後で推移していた米ドル・バーツ相場は、2023年 1月に一時 33バーツ台に達しており、今

後もバーツ高地合いが続くと見込まれる。 

 

■総選挙を控えた政治・社会の不安定化にも要警戒 

訪タイ外国人旅行者数の増加ペースは各国の出

入国規制の緩和・撤廃状況のほか、タイの政治・

社会動向からも影響を受ける。タイでは今年 5月

ごろに下院総選挙が予定されており、それをきっ

かけに「タクシン派」と「反タクシン派」の対立

が再燃し、政治・社会が不安定化するリスクがあ

る。また、2020年と同様、憲法・選挙制度の抜本

的な見直し要求や王室改革を求める政治デモが大

規模化する可能性もある。2013～14 年のような大

規模な政治デモが発生すれば、ようやく端緒につ

いた外国人旅行客の回復への悪影響や、それに伴

うホテル・レストラン等を含む関連産業の低迷は

避けられない（右下図）。 

過去の政治デモはバンコクを中心に展開されて

おり、中部や東部の工業団地での生産活動や財輸出に関連した道路・港湾等の運営に支障はなかった。

この点を踏まえると、基本的にそうした事態に至っても製造業へのマイナス影響は限定的と予想される

が、政治デモが地域的な広がりを見せる可能性もあり、注意を要する。 
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＜訪タイ外国人旅行者数とホテル稼働率＞

2013年後半～14年前半

政治デモ拡大・クーデター発生
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